
「“涼しくするぞ！本庄”打ち水大作戦２０１２」を実施します 

１． 目的

東日本大震災をきっかけに私たちは、地域住民の連携、環境に配慮した生活、そし

て下水道などの社会資本の重要性といったことを再認識することになりました。

現在、本市においては、環境に配慮したまちづくりを推進しており、埼玉エコタウ

ンプロジェクトにより、一層の環境共生都市づくりを目指していくこととしています。

そこで、市民の参加する環境に配慮したまちづくりとして、電力に頼りすぎない夏

の暑さ対策として打ち水を行うこと、また、参加する地域の人々がお互いの絆を深め、

これら一連の行為そのものを本庄の風物詩として定着させることを目指します。併せ

て、環境への負荷を低減させる事業の一つとしての下水道事業への市民の関心を高め、

水洗化率の向上を図ることを目指します。

２． 実施項目

（１）“涼しくするぞ！本庄”打ち水大作戦２０１２（期間イベント）

（２）“涼しくするぞ！本庄”打ち水大作戦２０１２（メインイベント）

３． 実施内容

（１）“涼しくするぞ！本庄”打ち水大作戦２０１２（期間イベント）

・日時：平成２４年７月２２日（大暑）から８月２３日（処暑）までの期間

・場所：市内全域

・内容：大暑から処暑までの期間、市民に各自ができる方法、できる時間帯で、打ち

水を実施していただきます。電力に頼り過ぎない夏の暑さ対策に努めるととも

に、打ち水を地域の人々がお互いの絆を深めるきっかけにし、併せて打ち水を

本庄の夏の風物詩にします。

（２）“涼しくするぞ！本庄”打ち水大作戦２０１２（メインイベント）

・日時：平成２４年７月２７日（金）午後３時

・場所：本庄駅南口前通り線（コミュニティセンター周辺 約１５０ｍ区間）

南本町、末広町、けや木 各自治会

・内容：涼しくするぞ！本庄打ち水大作戦２０１２のメインイベントとして、市民が

一斉に打ち水を行い、路面温度と気温の低下する状況を体感するなどの社会

実験をすると共に、行事を通して地域住民が一体となる機会をつくります。

併せて、下水道への市民の関心を高め、水洗化率の向上のためのＰＲを実

施します。

・雨天の場合：中止
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日本では昔から、朝夕に庭先や玄関先に打ち水をする習慣がありました。水は蒸発

するときに熱を奪うため、打ち水をすると涼しくなります。 

これはこの夏懸念される消費電力不足に対応することにもつながります。 

そこで、７月２２日（日）大暑から８月２３日（木）処暑の間、 

「打ち水を本庄の風物詩にしよう」を合言葉に、みなさんの家庭や職場でも 

打ち水をしてみませんか。

～～ 市市民民一一斉斉打打ちち水水大大作作戦戦 ～～

一斉に打ち水をして、まちを涼しくしましょう。 

当日は、会場にお集まりください。 

なお打ち水終了後に記念品を配布します。(数量限定)

・日時 ７月２７日(金)午後３時～（雨天中止）

・場所 本庄駅南口前通り線（コミュニティセンタ

ー周辺 約１５０ｍ区間） 

※打ち水の際は、交通事故等にご注意ください。 

主催：本庄市 担当課：下水道課 ☎２５-１１４６ 

■おとなも 夏休み中のお子さんも、 

コミュニティセンター周辺 の歩道に集合しましょう！
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パリ日本文化会館広報紙予告欄に掲載されました。～笑う埴輪～

パリ日本文化会館広報誌「Maison de la calture du Japon a Paris」の「日

本美術が笑う」展開催予告欄に、本庄市から出品される「前の山古墳出土盾持

人物埴輪」の写真が掲載されました。 

 「日本美術が笑う」展は、平成 24 年 10 月 3 日から 12 月 15 日まで、同会館

の展示ホールで開催され、前の山古墳の盾持人物埴輪は、展示構成において、

中心的な作品として位置付けられています。 

    説明内容 

展覧会 

10 月 3日～12 月 15 日 

「笑い」  

先史時代から１９世紀までの日本芸術におけるユーモア（仮題） 

 西洋では、日本の伝統的な芸術はあまりユーモアを備えてはいない

とされています。しかし、この展覧会に出品された先史時代の土器、絵

巻物、浮世絵、大衆画、禅画、仏教彫刻など８０点もの作品が証明するよ

うに、日本には独特の笑いの文化が間違いなく存在します。 
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本庄市を舞台に映画制作活動を続けている気鋭、佐藤福太郎監督の短編映画「わらわれもしない」

（出演：渋谷樹生・美元・ちばぎん（神聖かまってちゃん）・夏目ナナほか・ＳＫＩＰシティ国

際Ｄシネマ映画祭 2012 短編部門ノミネート作品）が、本庄市立秋平小学校児童および本庄市

教育委員会のご協力により、このほど完成しました。つきましては、完成披露を兼ねて、エキス

トラでご参加いただきました皆様と関係者をお招きし、試写会を開催いたします。 

是非、この機会にご鑑賞いただき、子どもさんの成長と地元のすばらしさを再発見していただ

ければ幸いです。 

【試写会情報】 

開 催 日：7月２８日（土） 

会   場：本庄市児玉文化会館（セルディ） ２階中会議室 

       住所：本庄市児玉町金屋７２８－２ 

      電話：０４９５－７２－８８５１ 

受付・開場：午後１時３０分     

上映開始：午後２時００分 

※ 上映後、監督スタッフのあいさつを予定しております。 

※ 当日は、エキストラで出演いただいたお子様には、参加のお礼として 

「メイキングＤＶＤ」をプレゼントさせて頂きます。皆様のご来場をお待ちしています。

 【現在のノミネート状況】

  ■ひめじ国際短編映画祭 招待作品「佐藤福太郎監督特集プログラム」にて上映 

  ■ＳＫＩＰシティ国際Ｄシネマ映画祭2012短編部門ノミネート 

〈お問い合わせ〉 

            本庄市朝日町３－１－３５ 本庄商工会議所内 

            TEL 0495-２２－５２４１ 
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短編自主映画『わらわれもしない』 監督・原作 佐藤福太郎 

あらすじ

心に障害を持つ北村渉（きたむらわたる）は小学校６年生。 

優しい両親と平穏に暮らす毎日。 

クラスメイトの関口哲史は、皆から孤立し、時に乱暴に振るうなど問題児だと言われていた。 

暴れん坊の性格は生まれつきだからしかたがない。と哲史はニッと笑ってみせる。 

渉と哲史はなぜかいつも一緒にいる。 

卒業を控え、担任の先生が「自分の未来」をテーマに作文を書くようにと宿題を出す。 

未来のことなど考えたこともないと何も書けずにいる渉。 

そんなもんテキトーに書いとけばいいんだと哲史は言う。 

哲史は渉の作文に「バラ色の人生」と鉛筆で勝手に書いてしまう。 

渉は哲史の寂しさや心の奥の優しさを知っていた。 

しかし、そんな渉を哲史は気にも留めない。 

渉には１つ特技がある。それは人の嘘を見抜くこと。 

その特技は時に渉の心を助け、時に心を苦しめる。 

小さな社会の中で現実というものに直面しながらも歩いていこうとする幼い二人。 

その未来が「バラ色の人生」であることを信じて。 







「観光情報：８月本庄地域」

８月の定例記者会見資料 

情報名：        お
す が た

姿
な が

流し

日 時： ７月３１日（火）午後６時頃～

場 所： 若泉第一公園(本庄市若泉２丁目付近)

内  容：  夕方より公園のせせらぎにおいて、金鑚神社の「輪くぐり」をして無病息災を

願い、自分の身の汚れを型紙に込めて水に流し去る行事です。 

 夏の涼を求めて、２千人以上の人々で９時頃まで賑わいます。 

交 通：  ○ＪＲ高崎線 本庄駅下車 徒歩約１５分 

 ○関越自動車道 本庄・児玉ＩＣより車約６分 

     ○国道１７号 照若町交差点より車約３分

主 催：  金鑚神社

関連HP：  http://www.honjo-kanko.jp 

問合せ： ○金鑚神社 0495-22-3267 

     ○本庄市観光協会（本庄市役庄市観所商工課内）0495-25-1111
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